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26.3期
上期

27.3期
上期

対前年比

増減 増減率

営業収益 42,068 45,354 +3,286 +7.8%

営業利益 9,350 12,092 +2,741 +29.3%

当期純利益* 6,540 8,252 +1,711 +26.2%

EBITDA 12,516 15,108 +2,591 +20.7%

*親会社株主に帰属する当期純利益

百万円

増収増益

連結業績概況
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26.3期 
上期

42,068

モバイル総合収入

その他収益

+488

+1,657

+1,141

27.3期 
上期

営業収益 増減要因

注）モバイル総合収入：au、UQ mobile、povoの通信料収入・補償収入・コンテンツ収入等

2

百万円

45,354

YoY +3,286

モバイル総合収入と端末販売収入の伸長が牽引し増収

・auでんき売上などモバイル販売収入

・端末販売売上など

・サービス改定
・補償サービス
・ネットワーク収入
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12,092

9,350
その他コスト

+1,141

モバイル販売コスト※

モバイル
総合収入

+1,657

+1,260

26.3期
上期

27.3期
上期

百万円

営業収益 +3,286 営業費用 +544

YoY +2,741

営業利益 増減要因

モバイル総合収入の伸長、通信設備使用料の減少が増益に貢献

その他収益

モバイル販売収入

+488

3

・端末販売原価

▲715

・auでんき売上など

・通信設備使用料

※電気通信営業費用（営業費）＋附帯事業営業費用（端末販売原価＋総販売関連コスト）

・端末販売売上など
・総販売関連コストなど ・auでんき原価など

・サービス改定
・補償サービス
・ネットワーク収入

対前年比+29.3％（オーガニック＋13.4％、一過性要因＋15.9％）



4

26.3期 27.3期

営業収益 営業利益

18,693

+2,741

百万円

業績予想対比

営業収益の進捗率は前期並み
営業利益は前期を大きく上回る

4
26.3期 27.3期

進捗率
49％

進捗率
50％

86,348
90,000（予）

上期 上期

+3,286

+3,652

42,068 45,354

+407

進捗率
50％

進捗率
63％

19,100（予）

9,350
12,092
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各事業概況
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解約率/ブランド間移行

6

解約率は4四半期連続改善
au稼働拡大に向けた取り組みが奏功

26.3期
上期

27.3期
上期

ブランド間移行

auが純増へ反転

注）「UQ mobile→au」移行数 — 「au→UQ mobile」移行数

1.11
1.08 

1.09

1.35

1.09

0.99

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

マルチブランド au

26.3期 27.3期

解約率推移

%

(▲0.09)

(▲0.02)(▲0.05)

()内は前年同期比

(▲0.02)

(+0.12)
(+0.07)
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26.3期末 27.3期 1Q-3Q

総契約数

698,900

総契約数

703,800

27.3期 上期末

純増＋4,900

モバイル

7

純増数は3四半期連続で前年同期を上回る

*スマートフォン、フィーチャーフォンの合計（ハンドセット）

2,800 

▲ 700

2,200 

4,400 

3,300 

1,600 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

純増トレンド継続

注）総契約数、純増数は百契約未満を四捨五入しており、端数処理後の数値を記載しております。

前期2Q比
＋2,300

26.3期 27.3期

純増数（四半期推移）総契約数*

前期1Q比
＋500

前期4Q比
＋700
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+1,65722,590

24,248

2.5

4.1

6.1

4.0

8.3

6.4

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

百万円 %

モバイル総合収入

モバイル総合収入は引き続き増加
サービス改定効果の逓減後も構造変革の効果が継続

8

注）モバイル総合収入：au、UQ mobile、povoの通信料収入・補償収入・コンテンツ収入等

26.3期 上期 27.3期 上期

遡及精算除く

増減率＋7.3

26.3期 27.3期

増減率（前年同期比）モバイル総合収入
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26.3期末 27.3期 1Q

純増＋2,200

総契約数

132,600

総契約数

134,700

9
27.3期 上期末

*総契約数、純増数は百契約未満を四捨五入しており端数処理後の数値を記載しております。

一棟まるごと全戸10ギガ化

auひかりちゅらレジデンス

全戸10ギガで、快適なインターネット環境を提供

一般的な全戸型

全戸10ギガ
各部屋まで光回線を引き込み

1つの回線をシェア
建物内で共有(LANケーブル)

FTTH

着実に純増
マンション全戸型市場へ参入し更なるバンドル強化

マンション全戸型総契約数*
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1,000

1,600 

2,300 2,400 

2,000 

26.3期末 27.3期 1Q

総契約数

81,600

総契約数

86,000

auでんき

10

純増＋4,400

27.3期 上期末

*総契約数、純増数は百契約未満を四捨五入しており端数処理後の数値を記載しております。

1Q、２Q共に前年同期を上回る純増を確保

純増モメンタム継続

1Q 2Q 4Q3Q 1Q

26.3期

営業活動
再開

27.3期
2Q

前期2Q比
＋1,000

前期1Q比
＋2,800

純増数（四半期推移）総契約数*

▲400
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TOPICS
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CX向上に向けた取り組み①

強固な通信基盤を活かし
顧客体験価値向上でLTVを拡大

5G

搭乗待合エリア チェックインロビー

5G
5G

つながる体感No.1を獲得 沖縄の玄関口 那覇空港の通信をより快適に

5G

Opensignal社の沖縄県における
通信体感分析でつながる体感No.1を獲得！

（2026年10月）
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地域密着のショップ網と

代理店との信頼関係

ショップスタッフと

より良い顧客体験を共創

▲機種変更時の割引

ご利用年数に応じて割引額が増加

▲クーポン

県内企業との連携

13

店舗数

約2倍
※他社比

全て
専売代理店

CX向上に向けた取り組み②

地域に根差したショップ網と代理店との共創によるCX向上

沖縄独自施策により顧客ロイヤリティを向上

長くご利用いただくお客さまへより良い体験を

沖縄セルラーならではの強固な基盤

【再掲】2027年3月期
1Q決算プレゼンテーション 専売代理店との強固なパートナーシップで

地域のお客さまに寄り添う
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店頭のフォトプリントサービスで
待ち時間を、思い出を振り返る時間へ

auショップカーを起点に

社員全員で取り組みを考え・届ける

CX向上に向けた取り組み③

地域価値を広げ、来店価値を高める

今年度に

au Styleで展開

スマホから選ぶ 1枚プリント 思い出を持ち帰る

→ →

10地域・約250組のお客さまを受付

安心

防災アプリ登録支援

学び

小学校での電波教室

スマホ教室の実施

学び

地域に学びと安心を届ける 店頭で心に残るひとときを届ける
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ビジネス事業における成長戦略
ー DXで社会課題を解決 ー

ビジネス事業

県内産業の課題

人手
不足

生産性
低

島嶼県 etc...

既存通信
モバイル・ネットワーク

音声・衛星

「省力化」
業務効率化、生産性向上

働き方変革

「価値向上」
新たなテクノロジー活用
お客さまの付加価値向上

クラウドサービス
AI・データ分析
カメラ・ドローン

オフィス
ソリューション

データ
ソリューション

スマート街づくり
PFI事業

自治体
DX

マネージド（IT領域）/ BPO

グロース
領域

コア
領域

新領域

【再掲】
2026年3月期

決算プレゼンテーション

15
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ビジネス

企画から運用までの一貫支援行政業務における課題

業務効率化と円滑な情報共有に

向けた環境整備が急務

ライセンス提供にとどまらず

企画・基盤構築から定着・運用まで伴走支援

紙中心の

業務運営

トラフィック

の増大

ITスキルの

ばらつき

DX基盤構築 活用定着 運用・改善

契約期間 64ヵ月 契約規模* 約18億円(税抜)

自治体DXによる業務改革の推進

沖縄県庁のGoogle Workspace導入・活用を一貫支援

*契約期間全体の総額

• Google Workspace導入

• Gemini活用環境整備

• ネットワーク基盤設計・刷新

• 職員向け研修利活用促進

• 現場課題への伴走支援

• 保守・運用サポート

• 継続的な改善提案

契約概要 発注者 沖縄県

目指す姿

場所や紙に縛られず、職員が協業できる業務環境へ
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ビジネス

地域課題に応じて支援領域を拡大 次世代モビリティへの展開

地域に適した自動運転サービスの実装を目指す

通信・データ基盤
(KDDIグループアセット)

運行ノウハウ
自治体との関係

公共ライドシェア

AIオンデマンド交通

調査・支援事業

多様な交通サービスを展開

事例（KDDI） JR東日本とKDDI、高輪ゲートウェイと竹芝エリア間で自動運転バス走行実証

オンデマンド交通と
自動運転を一体提供

持続可能な地域交通モデルの展開

二次交通課題への取り組みを次世代モビリティへ発展

2024年度～

1 自治体

2025年度～

4 自治体

2026年度～

8 自治体

累計8自治体へ

17
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ビジネス

受託実績と成果現場知見を起点に事業領域を拡大

農業生産から販売・施設運営・コンサルへ
事業を発展

代表事例｜高付加価値なインバウンド観光地づくり事業

農業生産

つくる

01
マルシェ事業

売る

02 観光施設運営

運営する

03

地域課題解決コンサル

支援する

04

コンサルで得た知見・パ－トナー
販路を既存事業へ還元

現場知見・顧客接点
地域ネットワークを蓄積

現場で培った知見を活かし、農業・観光分野を中心に支援領域を拡大

地域課題解決型コンサルの拡大

受託件数 10件（8件は次年度も継続予定）

契約規模 約1億円

農業・観光分野を中心に

商品開発から観光コンテンツ造成まで支援

18
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地域貢献

2019～

復興イベントへの協賛支援

2020～

首里城復興応援ソング

SYURI NO UTAプロジェクト

2026～（完成後）

デジタル技術の活用による

首里城への付加価値提供

首里城正殿 2026年11月完成予定
復興に向けた当社のこれまでの取り組み

ドローン（空撮・3次元モデリング）

ごみ箱IoT（蓄積状況検知） トイレIoT（満空・滞在検知）
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2026年10月7日に新TOPIX構成銘柄を公表

株価指数への組み入れ

【出典】株式会社JPX総研

TOPIX等の株価指数における構成銘柄の定期入替等について | 日本取引所グループ

沖縄セルラー
TOPIXへの組み入れが決定

新規追加銘柄一覧

20

TOPIX組み入れ・指数算出開始予定日：2026年10月30日

https://www.jpx.co.jp/news/6030/20261007-01.html
https://www.jpx.co.jp/news/6030/20261007-01.html
https://www.jpx.co.jp/news/6030/20261007-01.html
https://www.jpx.co.jp/news/6030/20261007-01.html
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修正業績予想

21
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連結業績(修正業績予想)

順調な業績KPI、通信設備使用料の減少などを
踏まえて業績を上方修正

[百万円]
業績予想
通期

修正業績予想
  通期

増 減

営業収益 90,000 93,000 +3,000

営業利益 19,100 20,900 +1,800

当期純利益* 13,250 14,250 +1,000

EBITDA 25,850 27,250 +1,400

*親会社株主に帰属する当期純利益
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中期経営計画進捗
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300

170
億円超

843 

930 

1,000 

中期経営計画進捗

2030年度財務目標に対して順調に伸長

130 

155 

170 

注）2025年10月１日を効力発生日として
普通株式1株につき2株の割合で株式分割しております。

円
億円

営業収益

修正
業績予想

営業収益24年度比＋157億円

+87億円

EPS成長成長領域売上

+19%

修正
業績予想

EPS成長24年度比+30%超成長領域売上24年度比＋150億円

目標

億円

目標目標

150
億円超

平均値

24

平均値

平均値
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サステナビリティ統合レポート2026

競争力の源泉と地域共創の取り組みを掲載

持続的成長を支える4つの強み

report-qr.png

レポート掲載ページ

01地域との信頼関係が生む
顧客基盤と共創力

02通信インフラと技術基盤

03 人財・組織力と実行力

04 財務の安定性と
キャッシュ創出力

創業の原点：沖縄に本社を置く唯一の総合通信会社

経営陣が語る成長戦略と価値創造

セルラー6X経営

変化を力に成長する企業へ
各部会の役割と取り組みを紹介

25

https://corp.okinawa-cellular.jp/ir/library/sustainabilityreport/
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セルラー6X経営①

地域とともに沖縄独自の取り組みを展開

沖縄ならではの体験価値を創出

-au SHOP CAR 離島訪問- -フォトプリントサービス-

10地域を訪問

人的資本戦略の推進

74
76

77

24.3期 25.3期 26.3期

沖縄への

貢献意欲

個人の

WILL

フィロソフィ

への共感

強みを
掛け合わせ
新たな価値を
生み出す

沖縄の未来と

企業価値を

高める

3つの原動力 重点スキル 価値創出 目指す姿

未来構想力

共創デザイン力

構造化・実装設計力

越境合意形成力

変革完遂力

仕組み化・継承力

価値創出の暗黙知を形式知化

社員エンゲージメント
総合スコアは上昇傾向

26

※70.3が全業界平均
エンゲージメントスコアの平均は？業界別の平均値や算出方
法、捉え方を解説|組織改善ならモチベーションクラウド | 組
織改善ならモチベーションクラウド

＜成果を創出する構造＞

https://www.motivation-cloud.com/hr2048/c613
https://www.motivation-cloud.com/hr2048/c613
https://www.motivation-cloud.com/hr2048/c613
https://www.motivation-cloud.com/hr2048/c613
https://www.motivation-cloud.com/hr2048/c613
https://www.motivation-cloud.com/hr2048/c613
https://www.motivation-cloud.com/hr2048/c613
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セルラー6X経営②

創造への挑戦を日常化「余白」を生み出す

27

DXで生んだ余白を、DayXで創造業務へ

斬る
重要でも緊急でもない

仕事をやめる

AI・DXで効率化

定型・反復業務を効率化

余白を生む

重要な時間を確保

創造に投資

感じる・動く・集中・つながる

重要度と緊急度による業務の整理 取り組みの成果

効率化時間

25％

創造業務に
充てた時間労働生産性

※24年度比
※25-26年度上期累計時間

緊急かつ重要

緊急だが
重要ではない

緊急ではないが
重要

緊急でも
重要でもない

重要度

高

低

高 低緊急度

※見込

24.3期 25.3期 26.3期 27.3期

36％
※総労働時間に対する
 創造業務時間の割合
※25-26年度上期累計時間
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セルラー6X経営③

島の豊かな自然を次の世代へ

三位一体で持続可能な沖縄へ前進

伊江村スマートアイランド共創PJ

官民連携で島の新たな価値を創出

「オフセット」から「創エネ」へ

脱炭素
（カーボンニュートラル）

自然再興
（ネイチャーポジティブ）

循環資源
（サーキュラーエコノミー）

太陽光発電
（大宜味ファーム）

藻場再生
（石垣島・糸満市） 端末リサイクル

2024年度 2035年度

（目標）
カーボン

ニュートラル

達成

自社創エネ

20％

28

課題把握

離島の地域課題を
共に把握

実証検証

デジタル技術などを活用し
効果を検証

横展開

有効な施策を他離島へ
横展開
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上期業績：大幅な増収増益を達成→業績予想を上方修正

サマリ

✓ モバイル総合収入の伸長、通信設備使用料の減少により、営業利益は大幅増益

中期経営計画：財務目標の達成に向けて順調に進捗

✓解約率が4四半期連続で改善、純増は3四半期連続で前年同期比を上回る〈モバイル〉

〈ビジネス〉 ✓ コア/グロース/新領域の各領域で案件を積み上げ、収益拡大へ貢献

事業：LTVとCXの向上策を継続的に推進し、更なるロイヤリティ向上につなげる好循環を創出

✓ 上期の好調な業績を踏まえ、通期業績予想を上方修正

✓新たに全戸型市場へ参入し顧客基盤の拡大を目指す〈FTTH〉

✓ 営業収益・EPS成長率は順調に推移、成長領域も着実に拡大
29
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参考
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5,208
5,331 

5,485 5,451

5,588
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26.3期 27.3期
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モバイル総合ARPU 増減率（前年同期比）

モバイル総合ARPU

円 %
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26.3期 27.3期

遡及精算除く

増減率＋5.６

5,609
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(百万円） 22.3月期 23.3月期 24.3月期 25.3月期 26.3月期
27.3月期
上期

営業収益 73,426 77,299 77,990 84,314 86,348 45,354

電気通信事業 49,849 49,287 50,515 50,695 52,291 27,215

附帯事業 23,576 28,011 27,475 33,619 34,057 18,138

営業利益 15,222 15,932 17,014 17,761 18,693 12,092

フリーキャッシュフロー 4,950 10,704 16,244 11,518 10,951 7,429

関係会社への貸付金増減額を除く 10,156 6,262 6,375 8,834 9,960 5,540

設備投資（竣工ベース） 12,192 5,460 8,597 5,735 6,525 1,672

有利子負債残高 199 106 44 11 16 13

業績の推移
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26.3期
通期

１Q ２Q ３Q ４Q

モバイル

純増数* 2,800 ▲700 2,200 4,400 8,800

端末販売台数* 37,400 33,500 45,000 41,500 157,400

解約率*（%） 1.11 1.08 1.09 1.35 1.16

モバイル総合収入
（百万円）

11,157 11,433 11,742 11,715 46,049

FTTH純増数 1,100 900 400 1,100 3,500

auでんき純増数 ▲400 1,000 1,600 2,300 4,500

27.3期
通期

１Q ２Q ３Q ４Q

3,300 1,600

38,900 34,000

1.09 0.99

12,083 12,165

900 1,300

2,400 2,000

●この配布資料に記載されている業績予想及び契約数予想等はいずれも、当社が現時点で入手可能な情報を基にした予想値であり、これらは経済環境、競争状況、新サービスの成否などの不確実な要因の影響を受けます。
 従って、実際の業績及び契約数は、この配布資料に記載されている予想とは大きく異なる場合がありますことをご承知おきください。
●本資料の一切の権利は当社に属しており、方法・目的を問わず、無断で複製・転載を行わないようお願い申し上げます。
●お問合わせ先：沖縄セルラー電話株式会社 経営管理部 IR経営管理G（TEL：098-951-0639、E-mail：oct-ir@au-mobile.com）

各事業の推移
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*スマートフォン、フィーチャーフォンの合計（ハンドセット）

*純増数、総契約数及び端末販売台数は百契約未満を四捨五入しており   増減は端数処理後の数値を記載しております。
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mailto:oct-ir@au-mobile.com
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新たな価値で
この島の未来を豊かにする
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